
◆◆◆◆
年
末
年
始

年
末
年
始

年
末
年
始

年
末
年
始    

恒
例
祭

恒
例
祭

恒
例
祭

恒
例
祭
の
ご
の
ご
の
ご
の
ご
案
内
案
内
案
内
案
内    

○○○○
大
祓
式

大
祓
式

大
祓
式

大
祓
式

・・・・
歳
晩
祭

歳
晩
祭

歳
晩
祭

歳
晩
祭    

    
十
二
月
三
十
一
日

十
二
月
三
十
一
日

十
二
月
三
十
一
日

十
二
月
三
十
一
日

（（（（日日日日
））））    

    
半
年
に
一
度
個
々
の
罪
穢
れ
を
形
代
で
祓
う

と
共
に
一
年
の
御
加
護
に
感
謝
を
捧
げ
ま
す
。 

※
神
社
よ
り
お
配
り
し
た
形
代

（人
形
）
に

て
各
自
お
祓
い
を
し
、
清
々
し
く
新
年
を

お
迎
え
下
さ
い
。 

○○○○
元
旦
祭

元
旦
祭

元
旦
祭

元
旦
祭

・・・・
家
内
安
全

家
内
安
全

家
内
安
全

家
内
安
全
特
別
合
同
大
祈
願
祭

特
別
合
同
大
祈
願
祭

特
別
合
同
大
祈
願
祭

特
別
合
同
大
祈
願
祭 

併併併併
せ
て
せ
て
せ
て
せ
て
、、、、
初
日
初
日
初
日
初
日
をををを
拝拝拝拝
むむむむ
会会会会 

 

一
月

一
日

一
月

一
日

一
月

一
日

一
月

一
日    

午
前
六
時
半

午
前
六
時
半

午
前
六
時
半

午
前
六
時
半
～～～～    

新
年
を
言
祝
ぎ
、
皇
室
の
弥
栄
と
国
家
の
繁

栄
、
そ
し
て
氏
子
崇
敬
者
の
平
安
と
幸
福
を

祈
念
致
し
ま
す
。 

※
ど
な
た
で
も
参
列
出
来
ま
す
の
で
、
希
望

者
は
十
五
分
前
ま
で
お
越
し
下
さ
い 

○○○○
暁暁暁暁
ま
い
り

ま
い
り

ま
い
り

ま
い
り    

一
月
十
五
日

一
月
十
五
日

一
月
十
五
日

一
月
十
五
日

（（（（月月月月
））））
午
前
零
時

午
前
零
時

午
前
零
時

午
前
零
時
～～～～    

小
正
月
。
日
本
各
地
に
て
厄
落
と
し
の
行

事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
当
社
に
て
は
、
古

よ
り
こ
の
日
に
厄
祓
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

○○○○    

ど
ん
と

ど
ん
と

ど
ん
と

ど
ん
と
祭祭祭祭 

 

一
月
十
五
日

一
月
十
五
日

一
月
十
五
日

一
月
十
五
日

（（（（月月月月
））））
午
前
六
時

午
前
六
時

午
前
六
時

午
前
六
時
～～～～
八
時
半

八
時
半

八
時
半

八
時
半    

古
い
お
神
札
な
ど
を
清
浄
な
火
で
お
焚
き
上

げ
し
、
御
神
火
に
無
病
息
災
を
祈
り
ま
す
。 

◆◆◆◆
御
祈
祷

御
祈
祷

御
祈
祷

御
祈
祷
の
ご
の
ご
の
ご
の
ご
案
内
案
内
案
内
案
内 

○○○○
新
年
家
族
並
個
人
及
団
体
祈
祷

新
年
家
族
並
個
人
及
団
体
祈
祷

新
年
家
族
並
個
人
及
団
体
祈
祷

新
年
家
族
並
個
人
及
団
体
祈
祷    

 
 

一
月
一
日

一
月
一
日

一
月
一
日

一
月
一
日    

午
前
霊
時

午
前
霊
時

午
前
霊
時

午
前
霊
時
～～～～
午
後
四
時

午
後
四
時

午
後
四
時

午
後
四
時
））））    

※ 

随
時
御
奉
仕
し
て
お
り
ま
す
が
、
お
受

け
出
来
な
い
時
間
も
あ
り
ま
す
の
で
事

前
に
ご
連
絡
下
さ
い 

二
日
以
後
は
通
常
通
り
予
約
制
に
て 

午
前
九
時
～
午
後
四
時
頃
ま
で 

毎
日
御
祈
祷
を
行
い
ま
す    

家
内
安
全
祈
願
、
厄
除
祈
願
、 

商
売
繁
盛
祈
願
、
合
格
祈
願 

等 

○○○○
年
末
年
始

年
末
年
始

年
末
年
始

年
末
年
始    

神
棚
祭

神
棚
祭

神
棚
祭

神
棚
祭

・・・・
氏
神
祭

氏
神
祭

氏
神
祭

氏
神
祭

・・・・
家
祓
家
祓
家
祓
家
祓
等等等等

『『『『要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約
』』』』 

    

平
成
十
九
年
厄
年
表

平
成
十
九
年
厄
年
表

平
成
十
九
年
厄
年
表

平
成
十
九
年
厄
年
表    

お
早
め
に
お
祓
い
を
お
受
け
下
さ
い 

二
月
二
月
二
月
二
月
のののの
行
事
行
事
行
事
行
事

（（（（予予予予
定定定定
））））    

○○○○
三
日
三
日
三
日
三
日    

節
分
祭

節
分
祭

節
分
祭

節
分
祭    

 

福
豆
を
お
配
り
致
し
ま
す
の
で
各
戸
で

元
気
よ
く
豆
ま
き
を
し
て
下
さ
い 

○○○○
十

一
日

十

一
日

十

一
日

十

一
日    

紀
元
節
祭

紀
元
節
祭

紀
元
節
祭

紀
元
節
祭

・・・・
奉
祝
県
民
大
会

奉
祝
県
民
大
会

奉
祝
県
民
大
会

奉
祝
県
民
大
会    

 
 
 

神
社
で
は
日
本
の
建
国
を
奉
祝
し
建
国

祭
を
執
り
行
い
、
そ
の
後
市
内
中
心
部

で
行
わ
れ
る
祝
賀
式
典
に
参
加
し
ま
す
。 

○○○○
十
七
日
頃

十
七
日
頃

十
七
日
頃

十
七
日
頃    

祈
年
祭

祈
年
祭

祈
年
祭

祈
年
祭    

    

収
穫
を
祈
る
大
祭
で
新
嘗
祭
と
と
も
に

全
国
の
神
社
で
行
わ
れ
る
重
儀 

例
大
祭

例
大
祭

例
大
祭

例
大
祭
の
お
の
お
の
お
の
お
知知知知
ら
せ
ら
せ
ら
せ
ら
せ    

平
成
十
九
年
の
例
大
祭
は
四
月
十
四
日

（土
）
・

十
五
日

（日
）
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

                                            

 前  厄 本本本本        厄厄厄厄    後  厄  

 

男 

性 

昭59年 

２４歳 

昭58年

２５歳 

昭57年

２６歳 
昭42年 

４１歳 

昭昭昭昭41414141年年年年

４２歳４２歳４２歳４２歳    

昭40年

４３歳 
昭23年 

６０歳 

昭22年

６１歳 

昭21年

６２歳 

 

女 

性 

平2年 

１８歳 

平元年 

１９歳 

昭63年

２０歳 
昭51年 

３２歳 

昭昭昭昭50505050年年年年

３３歳３３歳３３歳３３歳    

昭49年

３４歳 
昭47年 

３６歳 

昭46年

３７歳 

昭45年

３８歳 

編
集
後
記 

今
回
第
三
号
を
発
刊
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
皆
さ

ん
に
神
社
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
頂
く
べ
く
始
め
た
社

報
も
発
刊
か
ら

一
年
が
経
ち
ま
し
た.

。
あ
た
た
か
い
お
励

ま
し
な
ど
を
い
た
だ
き
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お
聞
か
せ
頂
け
た
ら
幸
い

で
す
。
今
後
共
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp
://w
w
w
.tsu

b
o
n
u
m
a
.o
rg
 

※ 
上

・
生
ま
れ
年
／
下
・
数
え
年 
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伊
勢
神
宮

伊
勢
神
宮

伊
勢
神
宮

伊
勢
神
宮
と
お
と
お
と
お
と
お
正
月
正
月
正
月
正
月
さ
ま
さ
ま
さ
ま
さ
ま    

 

奉
祝 

悠
仁
親
王
殿
下
御
誕
生 

 

神
の
恵
み
と
祖
先
の
恩
と
に
感
謝
し
ま
し
ょ
う    

◆ 

初
詣
は
先
ず
氏
神
さ
ま
へ 

◆ 

月
に
一
度
は
神
社
を
お
参
り
し
ま
し
ょ
う 

    

ご 

挨 

拶 

今
年
も
早
い
も
の
で
残
り
わ
ず
か
を
数
え
る

ば
か
り
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
残
念
な
が
ら
、

い
じ
め
や
不
祥
事
な
ど
嘆
か
わ
し
い
事
件
が
多

数
あ
り
、
人
々
の
心
の
荒
廃
を
痛
感
さ
せ
ら
れ

た
年
で
し
た
。
そ
の
元
凶
と
も
思
わ
れ
る
戦
後

教
育
に
つ
い
て
昨
今
よ
う
や
く
の
見
直
し
が
叫

ば
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
こ
そ
国
民
が
ひ
と
つ

に
な
っ
て
、
美
し
い
日
本
の
国
柄
を
思
い
返
し

つ
つ
、
誇
り
あ
る
新
し
い
国
造
り
に
真
剣
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

そ
う
い
っ
た
年
に
あ
っ
て
、
悠
仁
親
王
殿
下

の
ご
誕
生
は
ま
さ
に
神
の
な
せ
る
業
、
誠
に
喜

ば
し
い
限
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
い
時
代
の

予
感
が
感
じ
ら
れ
る
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

明
年
は
十
二
支
最
後
の
亥
年
、
新
た
な
時
代

へ
仕
上
げ
の
年
と
も
な
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
お
立
場
で
健
全
な
社
会
の
建
設
に
向
け
て

さ
ら
に
ご
努
力
戴
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

神
社
に
お
き
ま
し
て
も
、
御
神
威
の
発
揚
を

念
じ
、
神
域
の
清
浄
と
整
備
に
心
が
け
、
氏
子

崇
敬
者
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
の
神
社
と
し
て
、

皆
様
が
心
豊
か
な
生
活
を
営
め
ま
す
よ
う
、
厳

粛
に
お
祭
り
を
斎
行
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。 

し
か
し
何
よ
り
も
大
神
様
に
と
っ
て
氏
子
崇

敬
者
の
真
心
籠
も
る
お
参
り
が
、
何
よ
り
に
も

勝
る
も
の
で
は
な
い
か
と
拝
察
す
る
次
第
で
す
。 

ど
う
ぞ
、
日
々
夜
昼
分
け
な
く
皆
さ
ん
を
お
守

り
く
だ
さ
る
八
幡
大
神
様
を
折
に
触
れ
ご
参
拝

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
新
し
い
年
の
幸
福
と
平
安
を
祈
念
申
し
上

げ
、
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

お
知
ら
せ 

①
当
社
の
鎮
守
の
森
が
、
平
成
十
九
年
版
日
本
の
米

カ
レ
ン
ダ
ー
に
お
い
て
美
し
い
日
本
の
原
風
景
の

一
つ
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。 

②
氏
子
産
子
台
帳
の
訂
正
変
更
は
お
忘
れ
な
く
！ 

新
嘗
祭
斎
行

新
嘗
祭
斎
行

新
嘗
祭
斎
行

新
嘗
祭
斎
行    

今
年
は
十

一
月
二
十
六
日
に
恒
例
の
新
嘗
祭
が

総
代

・
若
長
ら
が
参
列
し
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
た
。

新
嘗
祭
は
皇
居
を
は
じ
め
全
国
の
神
社
で
大
祭

と
し
て
執
り
行
わ
れ
る
最
も
重
要
な
お
祭
で
収

穫
を
喜
び
御
神
徳
に
感
謝
す
る
祭
儀
で
あ

り
、
当
社
に
お
い
て
も
、
奉
納
に
な
っ
た
収
穫

物
を
ご
神
前
に
お
供
え
し
、
感
謝
の
誠
を
捧
げ
た
。

坪
沼
八
幡
神
社
社
報

坪
沼
八
幡
神
社
社
報

坪
沼
八
幡
神
社
社
報

坪
沼
八
幡
神
社
社
報

第３号             坪沼八幡神社社報       平成１８年１２月２０日（１） 

坪
沼
八
幡
神
社
社
報 

 

第
三
号 

発
行
所 

坪
沼
八
幡
神
社
社
務
所 

代
表
者 

宮
司 

高
山
亮
榮 

 
 

担
当 

禰
宜 

高
山
晃
和 

仙
台
市
太
白
区
坪
沼
字
舘
前
東
六
十
九 

電
話 

二
八
一―
二
五
八
九 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六
五
一 



皇大神宮（内宮） 

おおおお
正
月
正
月
正
月
正
月
さ
ま
と

さ
ま
と

さ
ま
と

さ
ま
と
伊
勢
神
宮

伊
勢
神
宮

伊
勢
神
宮

伊
勢
神
宮    

お
正
月
様
と
は
、
伊
勢
神
宮
と
氏
神
神
社
の
お
神

札
、
四
柱
の
御
神
像
と
釜
神
の
お
神
札
の
総
称
で
、

お
正
月
の
前
に
、
新
年
も
大
神
様
の
あ
ら
た
な
る

ご
加
護
を
戴
く
た
め
、
新
し
い
お
神
札
に
お
取
り

替
え
し
、
新
年
の
神
を
迎
え
る
の
が
古
来
か
ら
の

慣
わ
し
で
す
。 

伊
勢
の
神
宮
は
伊
勢
参
り
で
最
も
日
本
人
に
親

し
ま
れ
る
神
様
で
、
内
宮

な
い
く
う

に
天

あ
ま

照
て
ら
す

皇
す
め

大
神
宮

お
お
み
か
み

、

外
宮

げ

く

う

に
豊
受

と
よ
う
け

大
神
宮

お
お
み
か
み

が
別
々
に
祀
ら
れ
て
お
り

ま
す
。 

            

天
照
大
御
神
は
太
陽
の
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
生
命

や
力
の
源
を
司
る
神
で
あ
り
、
ま
た
皇
室
の
御

祖
神
で
日
本
の
総
氏
神
で
も
あ
り
ま
す
。 

大
御
璽
は
神
宮
大
麻
と
い
い
各
氏
神
さ
ま
通
じ

て
全
国
の
家
庭
に
遍
く
頒
布
さ
れ
、
神
棚
の
中

心
に
ま
つ
ら
れ
ま
す
。 

二
千
年
前
に
伊
勢
の
五
十
鈴
川
の
川
上
に
鎮
座

さ
れ
、
千
三
百
年
前
よ
り
は
二
十
年
に
一
度
全

て
を
お
建
て
替
え
す
る
式
年
遷
宮
が
行
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
次
の
六
十
二
回
目
は
平
成
二
十
五

年
の
予
定
で
す
。 

豊
受
大
御
神
は
天
照
大
御
神
の
食
事
を
司
る
御

饌
津
神
で
あ
り
、
ま
た
お
米
を
は
じ
め
衣
食
住

の
恵
み
を
与
え
る
産
業
の
守
護
神
で
あ
り
ま
す
。    

        

当
社
に
お
い
て
は
、
今
年
も
頒
布
始
祭
を
斎
行
し

た
後
、
年
末
に
か
け
氏
子
各
家
を
訪
問
し
、
神
宮

大
麻
を
は
じ
め
お
正
月
の
お
神
札
を
頒
布
し
ま
す
。 

尚
、
年
末
年
始
は
社
頭
で
も
頒
布
し
て
お
り
ま
す
。 

又
、
氏
子
以
外
の
崇
敬
者
、
若
し
く
は
ご
親
族
な

ど
産
子
の
方
で
、
郵
送
御
希
望
の
方
が
お
ら
れ
ま

し
た
ら
、
ご
連
絡
下
さ
れ
ば
神
社
よ
り
直
接
お
送

り
致
し
ま
す
。 

平
成
十
九
年

平
成
十
九
年

平
成
十
九
年

平
成
十
九
年
おおおお
木
曳
木
曳
木
曳
木
曳
きききき
参
加
者
募
集
中

参
加
者
募
集
中

参
加
者
募
集
中

参
加
者
募
集
中    

米米米米
カ
レ
ン
ダ
ー
の

カ
レ
ン
ダ
ー
の

カ
レ
ン
ダ
ー
の

カ
レ
ン
ダ
ー
の
一
月
一
月
一
月
一
月
のののの
風
景
風
景
風
景
風
景
がががが
、、、、伊
勢
神
宮

伊
勢
神
宮

伊
勢
神
宮

伊
勢
神
宮
のののの

宇
治
橋

宇
治
橋

宇
治
橋

宇
治
橋
で
す
で
す
で
す
で
す
。。。。    

再
度
再
度
再
度
再
度
の
お
の
お
の
お
の
お
知知知知
ら
せ
ら
せ
ら
せ
ら
せ
真
榊
に
つ
い
て 

神
社
と
氏
子
崇
敬
者
を
結
ぶ
榊
と
し
て
、
本
年

境
内
に
御
奉
納
頂
き
ま
し
た
四
十
五
本
の
お
榊

も
順
調
に
生
育
し
、
よ
う
や
く
ご
家
庭
の
神
棚

用
の
榊
と
し
て
剪
定
頂
い
て
も
よ
ろ
し
い
よ
う

な
大
き
さ
に
な
り
ま
し
た
。
榊
は
切
っ
た
方
が

良
い
葉
が
つ
き
ま
す
の
で
、
月
に
一
度
は
月
参

り
旁
々
お
持
ち
下
さ
い
。
（こ
の
榊
は
神
棚
用
と

し
て
一
ケ
月
は
十
分
保
ち
ま
す
。） 

尚
、
榊
の
御
奉
納
は
随
時
承
っ
て
お
り
ま
す
。 

悠
仁
親
王
殿
下
御
誕
生

悠
仁
親
王
殿
下
御
誕
生

悠
仁
親
王
殿
下
御
誕
生

悠
仁
親
王
殿
下
御
誕
生
をををを
祝祝祝祝
うううう
宮
城
県
民
大
会

宮
城
県
民
大
会

宮
城
県
民
大
会

宮
城
県
民
大
会    

（奉
祝
式
典

・
お
祝
い
イ
ベ
ン
ト 

一
番
町
パ
レ
ー
ド
な
ど
） 

日
本
国
民
が
待
ち
に
待
っ
た
御
皇
室
の
御
慶
事
、

秋
篠
の
宮
家
に
新
宮
様
が
御
誕
生
に
な
ら
れ
た

こ
と
を
県
民
挙
っ
て
お
祝
い
す
べ
く
、
去
る
十

一
月
二
十
五
日
仙
台
の
中
心
部
に
お
い
て
雲

一

つ
無
い
晴
天
の
中
盛
大
に
奉
祝
行
事
が
開
催
さ

れ
た
。
当
神
社
よ
り
も
総
代

・
敬
神
婦
人
講
役

員
が
参
列
し
た
。
悠
仁
親
王
殿
下
の
お
健
や
か

な
御
成
長
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

当
神
社
に
お
き
ま
し
て
も
、
今
年
か
ら
明
く
る

年
に
か
け
て
、
御
誕
生
を
記
念
す
る
事
業
を
計

画
致
し
ま
す
の
で
何
卒
ご
協
力
願
い
ま
す
。 

御
奉
賛
御
芳
名

御
奉
賛
御
芳
名

御
奉
賛
御
芳
名

御
奉
賛
御
芳
名 

手
水
舎
奉
納 

山
田
義
正
殿 

第３号              坪沼八幡神社社報       平成１８年１２月２０日（２） 

新
役
員

新
役
員

新
役
員

新
役
員

・・・・
総
代
就
任

総
代
就
任

総
代
就
任

総
代
就
任

（敬
称
略
）    

○
責
任
役
員

・
氏
子
会
会
長

・
総
代
長 

 
 
 

山
田
義
正
・新    

同
・
氏
子
会
副
会
長
・
副
総
代
長
・
板
橋
総
代

小
池
忠

一
・新 

氏
子
会
副
会
長

・
副
総
代
長

・
中
沖
東
総
代 

菅
野
英
明
・新 

○
総
代 

針
山 

佐
藤
善
昭 

中
沖
南 

菅
野
雅
美 

根
添 

佐
藤
清
之
焏 

北
区
上 

山
田
義
信

・
新 

北
区
下 

菅
原
利
巳
・
新 

○
監
事 

佐
藤
甚
太
郎

・
佐
藤
敬
司

・
新 

○
会
計 

佐
藤
善
雄
、
同
補
佐 

佐
藤
義
治
・新 

    

氏
子
会
会
長
就
任

氏
子
会
会
長
就
任

氏
子
会
会
長
就
任

氏
子
会
会
長
就
任
に
あ
た
り

に
あ
た
り

に
あ
た
り

に
あ
た
り 

 
 
 
 
 
 

山山山山
田田田田    

義
正
義
正
義
正
義
正 

氏
子
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
神
社
の
こ
と
に
つ

き
ま
し
て
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

菅
野
政
司
前
会
長
の
御
退
任
を
受
け
、
図
ら
ず

も
総
代
会
に
お
い
て
推
挙
さ
れ
、
こ
の
度
会
長

に
就
任
致
し
ま
し
た
。 

浅
学
非
才
の
身
、
長
い
歴
史
と
伝
統
あ
る
坪
沼

八
幡
神
社
の
重
責
を
担
う
こ
と
は
誠
に
恐
れ
多

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
御
奉
仕
出
来
る
こ

と
が
あ
れ
ば
と
お
受
け
し
た
次
第
で
す
。 

さ
て
、
坪
沼
に
は
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
が
た
く

さ
ん
あ
っ
て
、
昨
今
各
方
面
か
ら
非
常
に
注
目

さ
れ
、
少
し
ず
つ
で
す
が
活
気
を
取
り
戻
し
て

き
て
お
り
、
特
に
若
い
方
を
中
心
に
様
々
な
活

動
が
な
さ
れ
、
ま
だ
ま
だ
で
は
あ
り
ま
す
が
こ

れ
か
ら
が
楽
し
み
な
と
こ
ろ
で
す
。 

た
だ
、
今
の
坪
沼
が
あ
る
の
も
、
こ
の
美
し
い

故
郷
を
先
祖
や
先
輩
た
ち
が
大
切
に
守
り
受
け

継
い
で
き
た
お
陰
で
あ
り
、
そ
の
共
同
体
の
中

心
と
し
て
、
神
社
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

き
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

や
は
り
今
も
昔
と
変
わ
ら
ず
、
神
さ
ま
を
信
仰

し
敬
う
こ
と
は
普
遍
の
も
の
で
、
健
康
で
明
る

い
生
活
を
送
る
も
と
で
あ
り
、
又
神
社
を
は
じ

め
坪
沼
の
伝
統
文
化
を
守
っ
て
い
く
事
こ
そ
が
、

本
当
の
地
域
の
発
展
に
繋
が
る
も
の
な
の
で
す
。 

八
幡
さ
ま
が
、
末
永
く
氏
子
崇
敬
者
の
心
の
拠

り
所
と
し
て
、
子
々
孫
々
ま
で
御
加
護
下
さ
る

よ
う
、
今
後
は
前
会
長
の
ご
功
績
を
継
承
し
、

宮
司
さ
ん
達
と
共
に
、
微
力
乍
ら
神
社
の
護
持

発
展
に
努
力
致
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

何
卒

一
層
の
御
指
導
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
、
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

敬敬敬敬
婦婦婦婦
だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り    

十
二
月
十
七
日
、
坪
沼
敬
神
婦
人
講
の
皆
さ
ん

に
よ
る
清
掃
奉
仕
が
行
わ
れ
た
。
当
日
は
小
雨

が
時
折
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
の
中
で
は
あ
っ

た
が
、
菅
野
と
し
い
会
長
は
じ
め
多
く
の
ご
婦

人
方
が
参
加
し
行
わ
れ
、
拝
殿
を
は
じ
め
境
内

の
す
み
ず
み
ま
で
綺
麗
に
し
て
戴
き
ま
し
た
。 

今
年
の
煤
払
い
も
無
事
終
わ
り
、
清
々
し
く
新

年
を
迎
え
る
準
備
が
整
い
ま
し
た
。 

年
末
忙
し
い
中
ご
参
加
頂
い
た
婦
人
講
の
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ご参加いただいた婦人講の皆さん 

第３号             坪沼八幡神社社報       平成１８年１２月２０日（３） 


